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グローバル化とマーケット事情

• ニーズが溢れ、拾える時代から
• マーケットに眠る潜在ニーズを見つけ
• それを具現化し、グローバルに提案する時代へ
• 広範な人と人の交流が‘しごと’を生む

イノベーションとは
• 企業経営の視線の持ち方

近距離視線から遠距離視線へ
• 基盤技術と未来技術を結びつける力
• ニーズを技術へ、技術を‘もの’へ、

ものを事業へ、事業を産業へ
• その進化の“しくみ”を創ること
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これからの“ものづくり”戦略

『産業は回り舞台』

• 正面舞台が、いつまでも続くわけではない
繊維、家電、情報機器、造船・・

• 新興国が、いつまでも新興国ではない
韓国、台湾、中国、東南アジア・・

• 次の舞台を用意する
台本、役者、大道具、小道具・・

• 自動車に偏り過ぎる産業構造の安定化
• 次の時代を支える産業の必要性
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【 いまこそ航空機産業へ挑戦しよう 】

工業先進国の日本で

花の咲いていない唯一の工業製品

「航空機」に

ようやくその時が来た
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２００６年５月２４日
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長野県の地域産業史と危機を克服した歴史
《 歴史認識の共有 》

• 昭和初期の、繁栄を誇った蚕糸産業
１９２９年、ニューヨークの株式市場の大暴落
化学繊維の出現によって大転換を迫られる

• 現金収入を絶たれ、経済力のない地域から
放り出された人々は、何処へ行ったのか？

全国の開拓地へ、そして異国満州へ

• 地域経済の悲惨な境遇から、人々を救おうとした先達
産業を起こし、雇用の場を創ろう

• そして

新しい産業が興され （多摩川精機、ＫＯＡ）
電子・精密機械・工学産業などが長野県に振興
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直近経済に打撃を与えたバブルの崩壊

そして、この３０年余の経済史
プラザ合意、バブル崩壊、超円高、

リーマンショック、震災で
時代はどう変わったか、 長いトンネルの先は

• 中国・新興国の追い上げとグローバル化
• 地域に進出したシンボル工場の閉鎖

その連鎖が何故続くのか

やはり「産業は回り舞台」
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ウォールストリート
ジャーナル紙より

（産業は回り舞台）

２０１２，１１．２４
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リニア、長野県駅を活用した今後の方向性

• 長野県駅（飯田市）から見える風景
東京、名古屋が極めて等距離に見える
東京はやはり首都東京
名古屋は最も身近な大都市
岐阜（名古屋圏）、山梨（東京圏）、相模原（東京圏）

二つのアルプス（高山）に挟まれた、高原国際都市に相応しい町

• 先端科学を構想し、生み出す街づくり
• 科学者の集う科学者村構想
• ハイテクノロジーと、伝統文化が混じり合う町
（航空機システム産業、バイオ、デザインの町へ挑戦）
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バイオ企業

『モノクローナル抗体
研究所』の誘致と

バイオ科学者の村構想
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農業法人

㈱ヌーベルファーム泰阜
トマト、市田柿の生産を開始

農業を科学する
コンパクト農業への挑戦
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シニア起業家が日本の閉塞を打ち破る
イノベーションの仕掛け人たれ

• 既存の組織・しくみが縛る 呪縛から自らを解放せよ
• 経営幹部・トップに完全リタイアの勧め

新しい道に 一歩を踏み出す勇気を持とう
• ノウハウも、人脈も、お金もあるではないか
• 顧問・相談役、自治会役員、神社仏閣の世話人、孫の子守

新興国への技術指導 などは国家の損失だ

• シニア起業家が、日本にイノベーションを興す
• やれなかったこと、やりたかったこと

やらねばならないこと 全て分かっているはずだ

• シニアの挑戦が日本を変える
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航空機産業で勝負を
（中核企業の本気度）
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熱処理・溶接工程
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表面処理工程
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Boeing 787

Gulfstream G450Gulfstream G280

Embraer 170/190 ARJ 21

Gulfstream G650

Challenger 300

Honda Jet

Learjet 85

Embraer Legacy450/500

Bombardier CS100/300 Mitsubishi MRJ 70/80

Pilatus PC-24

Boeing 737MAXBoeing 747-8

Comac C919Embraer E-jet E2

V2500

Embraer KC390

MC-21

Boeing 777X

Pilatus PC-12

Global 7000/8000

Eclips 500/550

B767 Freighter

Cirrus Vision SF50

Involved Programs

Boeing 777
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RVDT, Triple 
cluster,

yaw controls

Application for Pilot Control Systems（ B 787) 

Motor,DC
Brushless RVDT

RVDT, Triple 
cluster,
elevator 
controls

RVDT, 
Quadruple 

cluster, 
lateral controls

Resolver 
Thrust 
Control

LVDT, BRAKE 
PEDAL 

POSITION
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LVDT 
for Valve

LVDT, 
SIMPLEX 
RUDDER

Position Sensor 
Unit  for THSA

HED 
Sensor

Stepmotor + Gear for Air Valve

Application for Airbus A350XWB
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Wingtip Position 
Sensor

Flap/Slat Control 
Lever 

RVDT Cluster

Slat Skew 
Sensor

Flap Skew Sensor

Aileron PSU

Elevator PCU Rudder PCU

Motor, DC Brushless

Multi Function PCU
Power Drive Unit

Application for Mitsubishi MRJ

RVDT Dual RVDT

搭載部品 ４９台
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Application for Honda-Jet

Trim Tab Actuators for Aileron, Elevator and Rudder

Brake Pedal Sensor

VR-Resolver for flap actuation system
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航空産業ビジョン
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航空機全体に占める
システム・装備品の割合
（コスト）は約４０％

装備品産業は

中抜け産業

約４０％

余りに少ない
日本企業の実績

航空機システムにチャンスあり
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「地域未来投資促進法」
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・知の拠点「雪だるまの芯」が 肝

大学、公設試、中核企業

・技術から商品へ、商品から事業へ、事業から産業へ
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カナダ ケベック州に於ける事例

クラスター形成の動機

カナダの産業事情

セメント、繊維、木工 これでカナダの将来は大丈夫か

産業力で勝る隣国アメリカ、労働力で勝るメキシコ

アメリカ大陸におけるカナダの位置づけ

新しい技術で、新しい産業を振興するしかない

政、官、産の危機感の共有と連携

ＣＲＩＡＱケベック州航空宇宙研究・革新連合体 の設立
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CRIAQ
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TOULOUSE
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１ 「航空機システム」に係る総合的な試験研究開発支援機能」の構築

①高度人材育成・供給機能
短期 信州大学航空機システム共同研究講座の実現

長期 航空機システム研究を進める大学との連携

②試験研究開発支援機能
南信州・飯田産業センター等の集約化

国や県の研究開発機関の連携強化

③航空機システム実証試験機能
専門実証試験機器（国内唯一の機器）の整備

３
つ
の
機
能

①高度人材育成・供給
短期 信州大学航空機システム共同研究講座の実現

長期 航空機システム研究を進める大学との連携

②試験研究開発支援
南信州・飯田産業センター等の集約化

国や県の研究開発機関の連携強化

共同研究講座設置の背景 - 航空機産業の振興

長野県航空機産業振興ビジョン （H28.5）

飯田下伊那地域を核として形成

信州大学に期待

長野県殿資料より

公設試験場に期待
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産業振興に寄与する『知の拠点』の核の形成

飯田・下伊那地域

【地域資源】
・飯田航空宇宙産業クラスター

【地域資源】
・工業技術センター ・EMCセンター

【課題】
・高度技術者の育成、新分野の

研究開発施設の不在

【課題】
・新たな研究開発を支援する試験、
評価機能の能力不足

「信州大学航空機システム
共同研究講座」の設置

公設試験場としての
機能強化

航空機システム・装備品事業分野への挑戦

〇民間資金の活用による大学の研究・人材育成拠点の設置
〇専任教授、専任教員、事務員を配置
〇航空機システム・装備品分野の新たな研究開発

〇施設の拡張、電波暗室の新設（３ｍ、１０ｍ）
〇試験・検査機器の拡充、更新整備
○相談支援機能、評価機能の強化

【目的】
・高度な知の集積と人材の育成

【目的】
・研究開発を支援する試験、評価機能の強化
・工業技術センター、EMCセンターの機能拡充

『
知
の
拠
点
の
核
』

部品供給から航空機システム・装備品事業への展開
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平成２９年４月，信州大学に，「航空機システム共同研究講座」を開設．

信州大学航空機システム共同研究講座
国家プロジェクト等による航空機システム技術の研究開発と，高度な人材の育成

信州大学航空機システム共同研究講座コンソーシアム
(公財)南信州･飯田産業センター，多摩川精機(株)，長野県，南信州広域連合，飯田市，

八十二銀行，飯田信用金庫，長野銀行，長野県信用組合

共同研究講座設置の背景 - 航空機産業の振興

共同研究講座の開設

信州大学航空機システム共同研究講座コンソーシアム
(公財)南信州･飯田産業センター，多摩川精機(株)，長野県，南信州広域連合，飯田市，

八十二銀行，飯田信用金庫，長野銀行，長野県信用組合

信州大学航空機システム共同研究講座
国家プロジェクト等による航空機システム技術の研究開発と，高度な人材の育成

飯田下伊那地域は，航空宇宙産業の発展に向け，「アジア№1航空宇宙産業クラ
スター形成特区」への参入，「航空宇宙産業クラスター拠点工場」の建設など実施．

今後，当該地域を核とした「アジアの航空機システム拠点」を構築するには，
信州大学が中心となる航空機システム技術の研究開発と高度人材育成が必須．

その活動を支援する目的で，平成２８年３月，地域産業界，金融界，行政による
「信州大学航空機システム共同研究講座コンソーシアム」が発足．
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評価試験設備の導入
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【新産業振興に寄与する「知の拠点」づくり】

管理混合教室棟 電気科混合棟

機械科棟

特別教室棟

体育館

「知の拠点」に改装中
廃校（旧飯田工業高校）の活用

信州大学航空機システム講座
県立工業技術センター

南信州・飯田産業センター
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航空機システム産業振興のイメージ

知の拠点整備
人材・技術の育成

～産業は回り舞台～

地域の産業ニーズ
（危機感の共有）

工業新興国の脅威

アジアの航空機システム拠点を目指す

２０００ ２００５ ２０１０ ２０１５ ２０２０年

産官学金の連携と
コンソーシアムの設立

飯田航空宇宙プロジェクト創設

航空機マーケットへのアプローチ
中核企業の役割

エアロスペース飯田創設

航空機QMSの確立運動

飯田産業技術大学

信州大学航空機システム共同研究講座

長野県工業試験場・公設試・研究所誘致

新
し
い
産
業
・
技
術
へ
の
挑
戦

既
存
技
術

長野県航空機産業振興ビジョン

一貫生産体制・拠点工場の整備

国内・外企業の誘致
プレーヤのパワーアップ

航空機装備品・システム技術の確立

産業の振興
集積

航空機システム産業にフォーカス

１６０７０２ー１３
n.hagimoto

国：航空機産業ビジョン

南信州・飯田産業センター

アジアNO1航空宇宙産業クラスター形成特区指定
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リニア中央新幹線の開通（２０２７年予定）の町、飯田
東京、名古屋に包み込まれる

アルプスに囲まれた高原都市、飯田
出典：「国土地理院「地理院地図電子国土Web」に加筆



大都市の補完機能・移転機能を捜すのではなく

新しい風を起こす

日本で、できなかったこと

やらなかったこと、やればいいと思ったこと

伝統文化と先端科学が織りなす混じり合い

若者が夢を求めて集まってくる町づくり

清涼な一服を求め“メガリージョン・オアシス”へ

多様な人の交流がつくる、『 いーなバレー 』
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